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「玉篇」を携帯してきた僧のこと
久保尾 俊郎（特別資料室）
早稲田大学図書館が所蔵する「礼記子本疏義第五十九巻
喪服小記第十五」１巻、「玉篇巻第九残巻」１巻の２点は、いず
れも唐時代の写本で、国宝に指定されて内外に著名なもので
ある。２点とも市島謙吉（春城）初代図書館長の時代に、田中
光顕伯爵からそれぞれ明治 38年 10 月、大正 3年 11 月に寄
贈を受けたものである。
随筆家としても名の知られた市島館長は「早稲田大学の二
大奇書」（「春城漫筆」昭和4年刊所収）という文を書き、２書の
解題とその受贈の経緯を記している。
その中で、「玉篇」が早稲田大学の所蔵になるまでの経過
については、「入唐留学の僧徒に由りて将来され、平城若くは
平安の寺院に蔵せられしが」「中昔の比京洛台門の寺院に在
り」「江戸の末世には流転して洛中の一書肆の手に落ちた」
「文化三年六月、伊沢蘭軒が京都の書肆銭屋惣四郎方に、
古物数種と共に此巻を見た事を「長崎紀行」の内に記し、紙
背の写経のことにも及んでゐる」「明治維新前後、秋月藩の文
学礒信蔵と云ふ人の方へ一僧が此巻を携帯してきたのを信
蔵が見て、其の希世の書なるに驚き、購うて之れを珍蔵し、明
治六年秋月暴動の時に礒は事に坐して自裁したるが、其際も
遺命して此書を護持すべきを以てしたと云はれてゐる」とあ
る。
私は、明治初年に福岡秋月藩の磯淳（礒信蔵）が京都に出
て「玉篇」を手に入れ、その没後早稲田大学の所蔵になるまで
の経過と、磯の旧蔵書が伊勢の神宮文庫、九州大学附属図
書館ほかにあることを、「ふみくら」No.79（2010 年 10 月 21 日
刊）に寄稿した「磯淳の旧蔵書」で報告した。この小さな報告
でさえ、貴重書担当に初めてつき市島館長の文を知ってから、
30 年近く過ぎてできたものである。しかしこの報告でも、国宝
「玉篇」の由来をかたるのに必ずといっていいほど引用される
市島館長のこの文章の、磯に「玉篇」を携帯してきて購わせた
「一僧」について、その正体を明らかにすることはできなかっ
た。
もっとも「一僧」の候補者として容易に名前が浮かぶ人物が
いる。それは、もう一つの国宝「礼記子本疏義」を田中光顕伯
に仲介した島田蕃根（1827－1907）である。
市島館長の文章には「往年此書が下谷池之端の琳琅閣に
現れた時、支那公使黎庶昌はしきりに古書漁りをしてゐたの
で、琳琅閣に此書を一覧して食指動いた」「翌日更に書肆を
訪うて、購ふ積りであったと云ふが、其頃或る有識の学僧が毎
日此の書肆を訪ふを例としたが、此書を見て、若しこれが外国
に持去らるゝことがあつては甚だ遺憾だと、直ちに田中伯へ駆
けつけて買はせたので、幸に日本に留め得たのである」とあ
る。
この琳琅閣にあった「礼記子本疏義」を田中伯に買わせた
「有識の学僧」が島田蕃根であることは、柴田光彦氏が［明治
23 年］4 月 4 日付の島田蕃根が田中光顕伯に寄せた手紙を
紹介して明らかにしている（「新鐘」第 16 号、1970 年 12 月
刊）。
島田蕃根の伝記は不明な点が多いが、ある人名事典では
「周防（山口県）徳山出身。「みつね」ともいう。家は代々天台
宗本山派修験道の行者で、仏教、儒教、神道を深く学び儒家
らとの親交も深かったため、幕末徳山藩主の命に依り京畿に
赴き勤皇説を唱える。維新後、廃藩置県に尽力したのち上京
し、教部省内務省社寺局を歴任し明治初期の宗教行政の確
立に務めた」（「朝日日本歴史人物事典」）とある。一方島田蕃
根は愛書家としても知られており、「愛書の念が強く、自ら集書
に努めるとともに種々の方策を講じた」（「日本古典籍書誌学
辞典」）と評されている。「礼記子本疏義」を日本に留め置いた
工作などはその面目躍如たるものがある。
これを考えれば、明治元年から３年にかけて京都の大学校
で教えるために在京していた磯淳のもとに「玉篇」を携帯して
きて購わせた「一僧」が、藩主の命で幕末に京畿に赴いてい
た、愛書家で修験僧の島田蕃根であったとしてもおかしくはな
い。
もしそうであれば、早稲田大学図書館が蔵する 2 点の国宝
が館蔵に帰するまでに、同一人物が関与していることになって、
はなはだ興味深いことである。私は、「徳山市史」「島田蕃根
翁」などの島田に関する伝記資料や、京都大学の「島田文庫」
を調べたりしたが、決め手になる手がかりはなく長い年月が過
ぎた。
ところが、2010 年に「ふみくら」に書いてから１年少し過ぎた
ころ、古書肆の目録から選書して図書館で購入した、西村兼
ふみくら No.84
7
西村兼文著「随見録」（イ 2－5248）
文著「随見録」６冊（写本）を眺めていて、「ひょっとしたら」と思
わせる記事が目に入った。西村兼文（1829－1896）は京都の
人。もと本願寺の寺侍で、古書の解題に尽力した人物である
（「国書人名事典」）。
「随見録」には 108 件の書画典籍類についての考証解題が
記述されているが、その第２冊目に「顧野王著玉編ノ事」という
項目がある。
それによれば、「玉篇」は現在の中国にもない本だが、先年
東京で古学家、博識の楊子（守）敬に逢ってその話になった。
西村は、最初は「玉篇」が我が国にあることを信じなかったが、
向山黄村写本、柏木探古蔵本を見て、「玉篇」があることを知
って「感歎タゝナラズ遂ニ手ノ及フ限リヲ写シタリ」とある。
そして、以下我が国にある西村兼文が実見未見の「玉篇」
の諸本７本を揚げ、その他に東大寺の子院にあった１巻を見
たが、其の後所在不明であることを述べた後、末尾の文として、
「又西京ノ書肆竹苞楼ニモ一巻伝ヘアリシヲ明治五六年ノ比
長州人ニ売却セシヨシナレド是又其所在ヲ失セリ、惜ヒカナ
年々古書ノ亡滅スル事豈イタマザラン哉」とある。
この末尾の文の１巻は、正しく現早稲田大学図書館所蔵の
「玉篇」を指すと思われる。
「西京ノ書肆竹苞楼」とは市島館長の文「早稲田大学の二
大奇書」中にある「書肆銭屋惣四郎」のことである。市島文で
は、その銭屋から直接もたらしたか定かではないが、銭屋にあ
った「玉篇」を「一僧」が携帯してきて磯に購わせたとある。西
村文では、その「一僧」は竹苞楼が売却した「長州人」にあたる
と考えられよう。その「長州人」とはだれか。私はそれまでに長
い間調べていたので、すぐに修験僧島田蕃根のことを思い浮
かべた。島田は周防徳山出身で所属した徳山藩は長州毛利
藩の支藩にあたり、「長州人」とよばれることもありうる。島田蕃
根が幕末に京畿に出ていたことは前述の伝記に記されてい
る。
もっとも、この西村兼文の記事は伝聞であり、明治５、６年の
ころに売却とあるが、磯淳は明治 4年には福岡秋月に帰郷し
て私塾を開いており（「日本教育史資料」明治 25 年刊）、京都
で「一僧」から「玉篇」を購入したのは明治 3年以前のことと考
えられる。「随見録」記載の最新記事は明治16年のものである
から、西村が「顧野王著玉編ノ事」を書いたのは、磯の購入の
時点から 10 年以上の歳月が過ぎていたであろう。しかし西村
兼文が、我が国残存の「玉篇」のうち、竹苞楼にあった本、す
なわち現早稲田大学図書館所蔵の国宝「玉篇」の事情につい
て記しているのはほぼまちがいない。西村の記事は正確なも
のではないが、「玉篇」を携帯してきて磯淳に購入させた「一
僧」の具体的な人物像が浮かんできたのは、私にとっては、今
まで残してきた課題の答えが不十分ながら見えてきたようで、
今後の調査に期待をもたせることである。
